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Ⅰ 事業の背景と目的 

 愛媛県は、瀬戸内海沿岸部から太平洋側と、東西南北に広い形状の県であり、それ

ぞれの地域において産業構造も異なっている。 

 離島や山間地域を有し医療機関・薬局もエリアにより偏在しているため、医薬品提

供体制にも地理的・人的な偏在が見られる。 

 今般発出された、（公社）日本薬剤師会の「地域医薬品提供体制強化のためのアクシ

ョンリスト」について愛媛県薬剤師会及び地域薬剤師会において対応するにあたり以

下のような課題が考えられる。 

 ・実施済みの取組も充実していく余地がある 

 ・リストや取組について、地域住民からのアクセスが容易でない 

 ・リストや取組について、地域住民への周知が十分ではない 

 ・地域薬剤師会の規模によっては独自に取り組むことが難しい項目がある 

 ・リスト等作成のための事務局負担が過大となっており、更新頻度もリアルタイム

ではない 

 ・取組に地域間格差があり平準化が必要とされる（多職種との連携・協議） 

 

 上記の課題を踏まえて、「平時・災害時を問わず、地域住民が必要な医薬品を安定的

に入手できる体制の構築」「薬局・医療機関・自治体・介護関係者との連携の可視化」

を目指して、愛媛県薬剤師会としてインフラを整備する事業、地域の中で地域薬剤師

会がインフラを整備する事業に分けて、下記の５事業を実施することとした。 

 

１ 薬局機能の把握情報発信体制の整備等 

 ・各薬局で随時更新が行える、リアルタイムでの更新が行えるソフトの採用 

 ・県民がアクセス可能な薬局の医薬品及び体制機能情報の提供 

 

２ 夜間休日輪番制の公開方法の充実 

 ・現在公開している、夜間休日対応薬局リストのホームページでの公開方法を改良

し、地域住民に分かりやすく提供し、行政と共有し、行政の救急医療機関の案内ペ

ージ等に掲載を依頼するなどの連携活動を行っていく 

 

３ 流通する医薬品情報の共有 

 ・円滑な医薬品情報共有や流通効率化を行うため、簡便に在庫状況が把握できるソ

フトを導入し容易に在庫状況の把握が可能な体制、患者様への円滑な医薬品の供給

体制を構築するとともに保険薬局の不動在庫の削減や廃棄医薬品の減少を図る 

 



４ 地域連携体制の強化 

 ・自治体・医師会・看護協会・介護関係者への医薬品提供情報 

 

５ 地域住民に向けた掲載情報の周知 

 ・地域住民が各種情報、リストに容易にアクセスできるよう愛媛県薬剤師会ホーム

ページを各種媒体にて周知する 

 

Ⅱ 事業の実施方法 

（１）計画の策定 

 愛媛県薬剤師会理事会及び連絡協議会にて事業方針を協議した結果、今年度は（公社）

日本薬剤師会の「地域医薬品提供体制強化のためのアクションリスト」の推進を踏まえ

て、「平時・災害時を問わず、地域住民が必要な医薬品を安定的に入手できる体制の構

築」「薬局・医療機関・自治体・介護関係者との連携の可視化」を目指して、愛媛県薬

剤師会としてインフラを整備する事業、地域の中で地域薬剤師会がインフラを整備する

事業に分けて、下記の５事業を実施することとした。なお、事業方針や進捗状況は、各

支部長及び県代表者等が参加して定期的に開催する県薬剤師会連絡協議会において確

認することとする。事業の実施は、愛媛県薬剤師会のアクションリスト（ＡＬ)推進ワ

ーキンググループにおいて、実施することとした。 

 

（２）事業の実施 

１ 薬局機能の把握情報発信体制の整備等 

 ・愛媛県薬剤師会のホームページ上に、薬局自身でリアルタイムに情報を更新でき

るシステムを導入し、一般住民からは様々な機能で薬局検索が出来、かつ地図上に

て確認できるように改修を行う。 

 ・ホームページ上に、災害時のインスリン提供体制を含めた災害時開局情報を構築

し、テスト運用を実施する。 

 

２ 夜間休日輪番制の公開方法の充実 

 ・愛媛県薬剤師会のホームページで公開している、夜間休日対応薬局リストの掲載

内容を見直し、地域住民に分かりやすく提供できるように改修を行う。 

 

３ 流通する医薬品情報の共有 

 ・簡便に在庫状況が把握できるソフトを検討・導入し、地域医薬品集を作成し地域

課題を抽出するとともに、患者様への円滑な医薬品の供給体制を構築するために保

険薬局の不動在庫の削減や廃棄医薬品の減少を図る取組を進める。 



 

４ 地域連携体制の強化 

 ・自治体・医師会・看護協会・介護関係者への薬剤師会としての取り組みについ

て、情報発信を行う。 

 

５ 地域住民に向けた掲載情報の周知 

 ・地域住民が各種情報、リストに容易にアクセスできるよう愛媛県薬剤師会ホーム

ページを各種媒体にて周知する 

 

（３）事業の評価 

１ 薬局機能の把握情報発信体制の整備等 

２ 夜間休日輪番制の公開方法の充実 

 ・愛媛県薬剤師会のホームページのアクセスログの変化について確認を行う。 

 ・災害時開局情報の入力訓練を実施し、入力状況の評価を行うとともに、参加者に

アンケートを実施し、その効果の判定を行う。 

 

３ 流通する医薬品情報の共有 

 ・地域医薬品集作成のためのソフトの登録状況、利用状況を確認する。 

  



Ⅲ 事業の実施結果について 

１ 薬局機能の把握情報発信体制の整備等 

 ①愛媛県薬剤師会のホームページ上に「地域における薬局の体制」のバナーを作成

し、各薬局でリアルタイムに入力・公開できる仕組みを導入した。また地域住民

が薬局を検索できる仕様とし、地図上での表示、一覧表の印刷機能を持たせた。 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ②愛媛県薬剤師会のホームページ上に、「災害に関する情報」のバナー及びページを

作成するとともに、ページ最後尾には、災害時に開局している薬局を検索できるペ

ージへつながるリンクを作成した。 

 

災害に関する情報 

 

 

 

 

 

  



 

  



 ③愛媛県薬剤師会のホームページ上に、災害時のインスリン提供体制を含めた発災

時の薬局の状況を自薬局にて入力する「災害時開局情報」を構築した。 

  平常時には見ることが出来ないが、災害時に管理画面にて「災害モード」に変更

することにより、薬局自身で入力を行うことが出来、即時、ホームページ上で確認

が出来るようにしている。このことにより以下の点の活用が出来るようになる。 

   ・愛媛県薬剤師会として薬局の被災状況を収集できるため、各種団体との災害

対応に活用できる 

   ・一般住民が営業している薬局を確認出来ることで、災害時の医薬品入手が可

能になる 

   ・被災地で活動する医療チームや被災地外からでも被災状況が確認できるため

スムーズな支援につなげられる。 

 

 

災害時開局情報 

平常時のアイコン（薬局情報等の入力ページへ） 

 

災害時のアイコン（薬局情報等及び災害時開局情報の入力ページへ） 

 

 

  



災害時の薬局情報の入力画面 

 

 

 

 

 

 

災害時の薬局検索 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

検索結果はＣＳＶでの書き出し可能（医療関係者が活用することを想定） 

 

 

  



 ④災害時入力訓練に先立ち、災害の基礎を学ぶ講習会を開催した。 

 

 

【愛媛県薬剤師会東予地区 災害対策研修会】 

実施日 ：令和８年２月１６日（WEB 開催） 

参加人数：薬剤師１４３名 

 

 

  



 ⑤「災害時開局情報」をアクティブ化し、災害時入力訓練を実施した。 

【災害時入力訓練】 

実施日 ：令和８年２月１８日１３：００～ 

対象薬局：宇摩支部  ３７薬局 

     新居浜支部 ５３薬局 

     西条支部  ３９薬局 

     今治支部  ７４薬局 

 2月 18日（水）午後 1時 高知県沖Ｍ8.4 南海トラフ地震（東予地区：震度７相当）が

発生したと想定して、愛媛県薬剤師会東予地区（宇摩支部・新居浜支部・西条支部・今治

支部）を対象に、災害時入力訓練を行った。 

 

２ 夜間休日輪番制の公開方法の充実 

 ①愛媛県薬剤師会のホームページ上の「救急対応薬局」のページの改修に向けた検

討を行った。 

 

 

  



３ 流通する医薬品情報の共有 

 ①簡便に在庫状況が把握できるソフトを検討・導入し、地域医薬品集を作成し地域

課題を抽出するとともに、患者様への円滑な医薬品の供給体制を構築するために保

険薬局の不動在庫の削減や廃棄医薬品の減少を図る取組を進めるため、各種ソフト

ウェアの導入について検討を行った結果、エスト社 e-Stockの導入を決定し運用を

開始した。 

 

 

 

 

 

  



 
 

 ②アクションリストの周知及びその手法の一つである、エスト社e-Stockの活用に向

けた会員向け説明会を実施した。 

 

 

【「地域医薬品提供体制強化のためのアクションリスト」説明会】 

実施日 ：令和７年１２月４日１９：３０～ 

参加者：４６０名 



４ 地域連携体制の強化 

 ①自治体（愛媛県 保健福祉部 健康衛生局 薬務衛生課）に対して、アクション

リスト及び愛媛県薬剤師会の取り組みについて説明及び今後の協力依頼を行った。 

 

実施日 ：令和７年１２月１９日１３：３０～ 

参加者：田中智美会長、庄野由桂副会長、今井靖専務理事、安藤智弘理事 

    中川ゆかり課長、福田正幸主幹、森充史係長、白石泰郎課長 

 

 ②介護従事者向け研修会にて愛媛県薬剤師会の取り組みについて案内を行った。 

 

【愛媛県在宅介護研修センター ２月講座】 

実施日 ：令和８年２月２４日１３：３０～１５：３０ 

参加者：県内介護関係者及び一般住民 

 

 

 

  



５ 地域住民に向けた掲載情報の周知 

 ・愛媛県薬剤師会ホームページの活用について各種媒体を用いて周知を行った。 

 

 

 



 

 

 



【参考】地域医薬品体制構築推進事業 会議 

 日付 参加者（敬称略） 

10 月 29 日 田中智美・安藤智弘 

10 月 30 日 

縄田幸裕 

【ＷＥＢ参加】田中智美・庄野由桂・長富英明・安藤智弘・黒川大輔・谷康平 

土居正典・中尾賀樹・森彩 

11 月 4 日 
縄田幸裕・森彩 

【ＷＥＢ参加】庄野由桂・安藤智弘・黒川大輔・土居正典・中尾賀樹 

11 月 6 日 
田中智美・村山勝志・庄野由桂・今井靖・宇田雅美・長富英明・縄田幸裕・安藤智弘 

【ＷＥＢ参加】田中守・野町和久 

11 月 11 日 

縄田幸裕 

【ＷＥＢ参加】庄野由桂・長富英明・安藤智弘・向島武史・香川七俊・佐伯純也 

黒川大輔・新川祐司・中尾賀樹・森彩 

11 月 13 日 

田中智美・野町和久・井上貴博・田中守・庄野由桂・今井靖・宇田雅実・渡部覚氏 

縄田幸裕・安藤智宏・篠原稔治・亀田慶太・酒井正道・大塚尚・松本文香・安永大輝 

秋山伸二 

11 月 25 日 

縄田幸裕・長富英明 

【ＷＥＢ参加】庄野由桂・野町和久・長富英明・安藤智弘・向島武史・越智理香 

上田千秋・運勢知子・岡本ひとみ・織田芳禎・香川七俊・佐伯純也・黒川大輔 

新川祐司・神野香織・竹内信人・松本純子・三橋ひろみ・宮内光司・宮崎純子 

宮本章平・向島武史・村上宏之・谷康平・中尾賀樹 

12 月 4 日 

（研修会） 
田中智美・田中守・庄野由桂・今井靖・縄田幸裕・安藤智宏 

12 月 8 日 
【ＷＥＢ参加】庄野由桂・安藤智宏・向島武史・岡本ひとみ・香川七俊・黒川大輔 

佐伯純也・谷康平・村上宏之・森彩 

12 月 1 日 【ＷＥＢ参加】庄野由桂・安藤智宏・向島武史・黒川大輔 

1 月 6 日 

田中智美・庄野由桂・縄田幸裕・森彩 

【ＷＥＢ参加】野町和久・宇田雅実・長富英明・向島武史・安藤智宏・上田千秋 

岡本ひとみ・香川七俊・久世和孝・黒川大輔・佐伯純也・新川祐司・高橋秀明 

中尾賀樹・中西雅哉・牧野雄大 

1 月 8 日 縄田幸裕 

1 月 21 日 田中智美・安藤智宏 

1 月 26 日 

（研修会） 

田中智美・庄野由桂・今井靖・縄田幸裕・安藤智宏 

【ＷＥＢ参加】野町和久・長富英明・向島武史・塩出憲仁・池田博行・香川七俊 

木本国晴・黒川大輔・佐伯純也・塩出憲仁・新川祐司・清家仁・谷康平・中尾賀樹 

牧野雄大 

2 月 9 日 田中智美・庄野由桂・縄田幸裕・安藤智宏 

2 月 16 日 

（研修会） 

縄田幸裕 

【ＷＥＢ参加】庄野由桂・安藤智宏・黒川大輔 

2 月 18 日 庄野由桂・縄田幸裕・安藤智宏・向島武史・黒川大輔 



Ⅳ 事業の実施効果について 

１ 薬局機能の把握情報発信体制の整備等 

２ 夜間休日輪番制の公開方法の充実 

 ①愛媛県薬剤師会のホームページのアクセスログ（表示回数）の変化について確認

を行った。 

 

 ・アクセスログの変化について 

  ○トップページの表示回数については大きな変動は見られなかった。 

  ○救急医療対応薬局は例年、年末年始に表示回数が増える傾向にあるが、今年度

も同様の傾向を示し、大きな増加は見られなかった。 

  ○地域における薬局の体制は本年１０月より運用を開始しており、開始初月から

表示回数は増加しており、１月についてはトップページの表示回数を超えてお

り、お気に入り等へ登録しての使用が示唆される結果となった。 

 ・ホームページのリニューアルについての広報活動も始まったばかりで、地域住民

や関係職種などへの積極的な活用の訴えが今後の利用者数の増加につながるも

のと考えられる。 

 

  



 ②災害時開局情報の入力訓練を実施し、入力状況の評価を行った。 

 

 

一般公開設定で入力している薬局 

支部名 薬局数 入力薬局数 割合 

宇摩支部 ３７軒 ５軒 １３.５％ 

新居浜支部 ５３軒 ２２軒 ４１.５％ 

西条支部 ３９軒 ２７軒 ６９.２％ 

今治支部 ７４軒 ２６軒 ３５.１％ 

合計 ２０３軒 ８０軒 ３９.４％ 

 

一般公開設定及び非公開設定にして入力している薬局 

支部名 薬局数 入力薬局数 割合 

宇摩支部 ３７軒 ２２軒 ５９.５％ 

新居浜支部 ５３軒 ２６軒 ４９.１％ 

西条支部 ３９軒 ２７軒 ６９.２％ 

今治支部 ７４軒 ４５軒 ６０.８％ 

合計 ２０３軒 １２０軒 ５９.１％ 

 

 ・初めての入力訓練、平日の１３時ということもあり、非公開での入力を含めて６

０％程度の参加率という結果となった。 



 ・非公開については、訓練のために非公開の可能性もあるが、公開設定を忘れてい

る可能性もあり、繰り返しの訓練が必要であると考えられる。 

 

 ②災害時開局情報の入力訓練を実施し、入力状況の評価を行うとともに、参加者に

アンケートを実施し、その効果の判定を行った。 

 

回答者の所属支部 

支部名 人数 割合 

宇摩支部 ９人 ８.５％ 

新居浜支部 ３４人 ３２.１％ 

西条支部 ３５人 ３３.０％ 

今治支部 ２８人 ２６.４％ 

合計 １０６人 １００.０％ 

 

 

 

回答者の立場 

職名等 人数 割合 

代表取締役 １人 ０.９％ 

経営者 １人 ０.９％ 

管理薬剤師 ６６人 ６２.３％ 

勤務薬剤師 ３３人 ３１.１％ 

事務員 ４人 ３.８％ 

休職中 １人 ０.９％ 

合計 １０６人 １００.０％ 

訓練に参加したか 

回答 人数 割合 

参加した ８８人 ８３.０％ 

一部参加した ５人 ４.７％ 

不参加 １３人 １２.３％ 

合計 １０６人 １００.０％ 

 

今回使用したデバイスは何ですか（複数回答）（参加者のみ） 

回答 回答数 割合 

パソコン ３５人 ３７.６％ 

携帯電話 ６７人 ７２.０％ 

iPad ５人 ５.４％ 

合計 ９３人  

 

  



薬局機能情報ページへのアクセスはどうでしたか（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

非常に分かりやすかった ２７人 ２９.０％ 

分かりやすかった ５１人 ５４.８％ 

やや分かりにくかった １１人 １１.８％ 

分かりにくかった ４人 ３.８％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

被害状況・薬局機能情報の入力はどうでしたか（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

問題なく入力できた ６７人 ７２.０％ 

少し迷ったが入力できた ２２人 ２３.７％ 

入力に時間がかかった ４人 ４.３％ 

入力がむずかしかった ０人 ０.０％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

入力項目の量・内容について（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

適切である ８６人 ９２.５％ 

やや多い ７人 ７.５％ 

多すぎる ０人 ０.０％ 

少ない ０人 ０.０％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

実際の災害時にも入力できそうですか（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

できると思う ３８人 ４０.９％ 

条件が整えば可能 ４９人 ５２.７％ 

難しいと思う ４人 ４.３％ 

分からない ２人 ２.２％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

  



災害時に「役立つ」と感じた点（複数選択可）（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

開局・閉局状況の共有 ７８人 ８３.９％ 

医薬品供給可否の把握 ５５人 ５９.１％ 

行政・医療機関との情報共有 ３２人 ３４.４％ 

支部・地域内での連携 ６０人 ６４.５％ 

合計 ９３人  

 

実災害時に「課題」と感じた点（自由記述） 

宇摩 

 ・どこでも使用できるよう個人携帯にもパスワード保管しておくべきと感じ

た 

 ・災害時に HPへ入力する場合、サイボウズのみの連絡方法では出先などで確

認できない場合がある。また、薬剤師会の HPもモバイル等で入力ができる

か確認が取れてないため、モバイルのみでしか返答できない状況では回答率

が低くなる可能性あり。 

 ・通信機器が使えない場合の対応が気になった。 

今治 

 ・インターネットが不通の時の連絡方法 

 ・一般市民へのアピール 

 ・今回、地図がうまく機能してなかったこと。 

 ・災害時の混雑時にパスワード、IDの入力は手間だと感じた。 

 ・社会インフラの被災度合いによっては、状況確認できても実際に利用でき

ないこともあり得るのは仕方ない 

 ・大災害時にパソコン機材が正常に動作して、通信できるかどうか、また、

携帯電話で落ち着いて連絡できるかどうかわからないので、これからも、繰

り返しこのような訓練を実施する事、要望します。 

 ・通信ができないときの対応 

 ・入力中に用事が入りタイムアウトで入力が最初からということに何回かな

った。入力量は多くないが災害状況によっては入力中に少し時間が取れない

とバタバタしてタイムアウトで中々入力が完了しないことになってしまうか

も。 

 ・被災後１度は入力して、その後に状況変化があっても更新を忘れてしまい

そうである点。 

 ・薬局にいないときに起こった時 

新居浜 



 ・サイトがスマートフォンに最適化していないため入力しづらい。 

 ・デバイスが使えない場合の対応 

 ・ネット環境が生きているのか？という不安あり 

 ・公開と非公開は、必要ないと思いました。 

 ・災害時は、公開で良いと思う。 

 ・今回の災害訓練で、スマートフォンでは入力がしにくかった。災害時は電

気が使えない場合はパソコンが使えない。そのためおそらくスマートフォン

での入力となるため、パソコンではなくスマートフォンでの入力をしやすく

してほしい。公開と非公開が知らない場合、入力しても情報が愛媛県薬剤師

会に反映されないシステムはどうにかしないといけないと思った。今回の訓

練で入力はしたが愛媛県薬剤師会のホームページに反映されていない薬局が

複数ある可能性があります。特に災害時の内容については自動で公開になる

ようにしてもいいのではと感じました。 

 ・今回は、訓練のため、心構えあり、しっかり、被害状況報告できました

が、実際におきたときには、パニックになりかねない状況のなかで、どれだ

け、一人一人の安否や薬局内外被害を把握して、すこしでも、早く被害報告

入力にまでいけるか、初動をどうするか、今一度、かんがえておく必要があ

るとあらためて、かんじました。 

 ・災害事情により電波が飛んでない状況では情報共有できない 

 ・通信環境が心配 

 ・例、祭りの時に送ったラインが翌日とかに届くケースあり 

西条 

 ・LINE（オープンチャット）が災害時に使えるのか。 

 ・インスリンの在庫(返品が利かないため在庫が難しい) 

 ・ネット環境が機能しているかが不透明なので、安心はできないなと、思い

ました。 

 ・パスワードの記入の問題 

 ・更新日時があれば、最新の情報かわかりやすいと思う 

 ・今回の様に通信機能が直ぐ繋がる心配です。 

 ・実際に起こった時に、通信や電気が使えない場合にはスムーズにデバイス

が使えないと考えられるので共有できるかは不明 

 ・出勤時以外の対応、勤務地までの交通手段を個々に検討する必要があると

感じました。 

 ・電源（バッテリー）の確保 

 ・入力の際、えひめライフのパスワード等でログインですが、とっさのとき

に、ログインできないと思います。(パスワードなど覚えていないので)もっ



と、簡単なログイン方法に変更できないでしょうか？(薬局名と電話番号で

ログインするなど)入れなければ、意味ないと思います 

 

本訓練が「地域医薬品供給体制強化のためのアクションリスト事業」の一環であること

を理解していますか（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

理解している ５６人 ６０.２％ 

ある程度理解している ３４人 ３６.６％ 

あまり理解していない ３人 ３.２％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

災害時に「HP薬局開局情報」と「e-Stock」一緒に活用できることが有効であると思い

ますか（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

非常に有効だと思う ３０人 ３２.３％ 

有効だと思う ４８人 ５１.６％ 

あまり感じない ７人 ７.５％ 

分からない ７人 ７.５％ 

未回答 １人 １.１％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

今後も定期的な訓練は必要だと思いますか（参加者のみ） 

回答 人数 割合 

必要 ４９人 ５２.７％ 

年 1回程度でよい ３８人 ４０.９％ 

不要 ０人 ０.０％ 

分からない ５人 ５.４％ 

未回答 １人 １.１％ 

合計 ９３人 １００.０％ 

 

改善してほしい点・追加してほしい項目（自由記述） 

宇摩 

 ・グーグルマップのエラーが出ていた 

 ・災害時に ID、パスワードが紛失する可能性も加味して別のログイン方法

（例えば薬局名と電話番号でもログインできるようにする）も必要かもし



れない 

今治 

 ・インターネットが繋がない時の代替方法 

 ・災害時はスマホで入力する可能性が高いので、入力画面はモバイルフレン

ドリー対応にできないか（今はパソコン画面をスマホで表示している） 

新居浜 

 ・スマートフォンに最適化 

 ・県薬 HPで会員ログインの方から間違えて入ろうとしてしまった 

 ・バナーは「薬局情報」だけより「薬局情報ログイン」みたいだと間違えに

くいかと 

 ・情報入力画面(ログインしてからのページ)で、左上の県薬のバナーから県

薬のページに飛べない。リンクつけた方がいいのでは？ 

 ・災害時開局情報のページで、地図をタップしてもそのページに飛ばなかっ

た(Android・Chromeの環境がダメ、iOS・Safariでは行けたと思う)ピンチ

イン・アウトができないとこがあった(iOSで、どこのページかは忘れまし

た) 

 ・今回の災害訓練で、スマートフォンでは入力がしにくかった。災害時は電

気が使えない場合はパソコンが使えない。そのためおそらくスマートフォ

ンでの入力となるため、パソコンではなくスマートフォンでの入力をしや

すくしてほしい。公開と非公開が知らない場合、入力しても情報が愛媛県

薬剤師会に反映されないシステムはどうにかしないといけないと思った。

今回の訓練で入力はしたが愛媛県薬剤師会のホームページに反映されてい

ない薬局が複数ある可能性があります。特に災害時ついては自動で公開に

なるようにしてもいいのではと感じました。 

西条  

・現在のところ災害の規模が実感できないので、わからない。 

 ・ニュースとかで見る限りでは実際調剤は難しいのでは。 

 ・支援薬剤師の受け入れのところが、不可よりも希望しないにした方が良い

ような気がする。 

 ・色々なシステムにアクセスしないといけない。それは、訓練や事前に確認

しておけば良い話ではあるが…例えば、災害時にこのサイトにアクセスす

れば報告や確認する事、必要なシステムに移動出来るなどがあれば良いか

なと思う 

 ・全員参加なのか、各店舗 1人でいいのか、毎回アナウンスして欲しいで

す。 

 



その他ご意見・ご要望（自由記述） 

今治 

 ・LINEでログイン画面の URLを送信くださったので、とてもわかりやすくロ

グインできましたが、ホームページの方からはログイン画面がわかりません

でした。 

 ・この取り組みは、薬剤師会を語ったフィッシング詐欺に利用されないか懸

念がある（という意見が出た）。 

 ・今回パソコンからの入力だったが、スマホからログインできるかわからな

い 

 ・災害時の卸の状況が知りたい 

 ・入力はできたと思うが、他店舗の被害状況の見方がわからなかった。 

新居浜 

 ・県薬ホームページ被害状況への、はんえいをさせるためにも、被害報告入

力時の項目の、公開に、かならずチェックいれてくださいと、もっと、最初

に周知していたほうがよかったように、おもいました。 

西条 

 ・収集した情報をどう活用するかが課題 

 ・災害訓練の継続、モチベーションをいかにたもつかが課題 

 ・不参加薬局への参加呼びかけ 

 ・日頃の訓練が大切だと思います。 

 ・薬局機能情報の入力画面で、事前登録内容が反映されていたので、たいへ

ん助かりました 

 

アンケートの結果より推察できるのは 

 ・参加したデバイスは実災害時を想定して携帯電話の使用が多かった 

 ・携帯電話等の端末での入力は、スマートフォン最適化が行われていないため若干

手間取ったケースもあった 

 ・アクセス、入力方法、入力内容については概ね良好であった 

 ・災害時の医薬品提供体制の維持において有効であると思われる 

自由意見等で出された意見については今後の検討課題として検討を行っていくととも

に、繰り返し訓練をすることによる習熟度アップを図ることで有効性を高めていく必

要があると考えられる。 

 

  



３ 流通する医薬品情報の共有 

 ・地域医薬品集作成のためのソフトの登録状況、利用状況を確認する。 

 

エスト社e-Stockの登録状況 

地区名 薬局数 登録薬局数 登録割合 
採用医薬品 

登録割合 
登録割合 

東予地区 ２０６軒 １４７軒 ７１.４％ １２４軒 ６０.２％ 

中予地区 ３０８軒 ２２６軒 ７３.４％ １８６軒 ６０.４％ 

南予地区 １１１軒 ８７軒 ７８.４％ ８０軒 ７２.１％ 

合計 ６２５軒 ４６０軒 ７３.６％ ３９０軒 ６２.４％ 

令和８年２月２３日現在 

 

エスト社e-Stockを利用した不動品の売買実績（薬価実績） 

地区名 ２０２５年 ２０２６年 合計 

東予地区 ７３,０１３円 １１,３１９円 ８４,３３２円 

中予地区 １０１,５８３円 １０７,４７５円 ２０９,０５８ 

南予地区 ０円 ０円 ０円 

合計 １７４,５９６円 １１８,７９４円 ２９３,３９０円 

令和８年２月２３日現在 

 

 ・システムへの登録は約４分の３まで進んできている状況で、ＩＴが苦手である薬局

が存在することを考えると１００％までは難しいが、まだまだ登録薬局を増やす余地

があると考えられる。 

 ・地域医薬品集の作成及び分析等には、大多数の薬局の参加が必要であり、６０％程

度にとどまっていることを考えると、まだまだ積極的な協力の呼びかけが必要である

。自薬局の採用薬をアップロードすることに抵抗感を示している薬局もあるため、丁

寧な説明が必要と考えられる。 

 ・不動薬の売買についてはシステムを使用した実績しか抽出できないため、システム

で確認後に直接電話等でやり取りしている実績も多くあることを鑑みると、地域での

医薬品の融通や、品切れ時の対応などに大きく貢献していると考えられる。 

 

  



４ アクションリストの進捗状況 

 ①９月に１回目のチェック、２月に２回目のチェックを行い、各項目の進捗状況を

確認した。（黄色網掛けは１回目より進捗している項目） 

 ・多くの項目にて、事業実施により進捗が見られたが、まだまだ対応中の項目もあ

り、愛媛県薬剤師会としては地域支部への今後様々な支援を継続する必要があると

考えられる。 

 

 

 



 



Ⅴ 今後の課題や事業展開について 

 地域医薬品提供体制の構築について（公社）日本薬剤師会の「地域医薬品提供体制強

化のためのアクションリスト」に基づき、地域薬剤師会で取り組める項目と愛媛県薬剤

師会として取り組む項目に分けて事業を実施してきた。 

 アクションリストの進捗については９月から２月の間に一定程度の進捗が見られた

が、まだまだ不十分な項目や取組中の項目も多く残されている。 

以下に、令和８年２月時点での各地域薬剤師会の課題をまとめているが、この課題を解

決していく取組を地域薬剤師会と愛媛県薬剤師会が役割分担を行って進めていく必要

がある。 

 

現状では支部での対応が難しい点や、体制・制度上の課題 

【宇摩】 

 ・大手の参加協力依頼。 

 ・地域として薬局の医薬品売買について、現状のやり方でそこまで困っていないの

ではないか。 

 ・高齢薬局代表においては、ICT活用への心理的・実務的ハードルも想定される。 

 ・出荷調整や流通制限は支部単位では解決困難。 

【新居浜】 

 ・大手のチェーン薬局への参加協力を県薬剤師会から、依頼して頂きたいです。 

 ・麻薬の週末の卸業者への注文時、卸業者が薬剤師不在時、対応してもらえないの

で、県薬剤師会から、卸売業組合へ、週末の輪番制等で、どこかの卸からは、入

庫してもらえるような対応をお願いして頂きたいです。 

【西条】 

 ・麻薬の薬局間譲渡グループの利便性が悪いので制度の緩和をお願いしたい。 

 ・顔の見える関係や、匿名でも意見を出しやすい環境の整備 

【今治】 

 ・関前岡村でのオンライン服薬指導の実例はあるが、医療機関や訪問看護ステーシ

ョンも不足している中、支部単独での対応は難しい。 

 ・大島には調剤薬局が無いため、必要な薬を院内調剤する必要があり、在庫を抱え

る医療機関の負担にもなっている。 

【松山】 

 ・地域医薬品集情報への参加は、高齢で一人薬剤師、漢方専門薬局、ＰＣ業務が苦

手等、地域医薬品集情報への参加が難しい薬局がある。 

 ・麻薬の譲渡グループ体制構築、救急対応などについて、行政に理解、協力を得る

ために、事前に解決手段を検討し、地域の薬局のコンセンサスを得る必要がある。 



【大洲】 

 ・多職種との連携においてサービス担当者会議があるが、在宅（施設も含めて）を

行っている薬局でないと参加は難しい。また退院時カンファレンスなどは限られ

た薬局での参加になることが予想される。 

 ・麻薬の供給体制においては、主治医、多職種間と協議して麻薬をある程度薬局に

ストックするが、それでも在庫過多や行き場のない在庫が発生する可能性があ

る。 

【宇和島】 

 ・麻薬について夜間や緊急時に組織で対応体制を整えるは、現時点では難しい。他

の地域の取り組みを参考にしたい。" 

 

 また、アクションリストはＰＤＣＡサイクルとして一度実施したら終わりではなく常

に取り組みをしていく必要がある。今後の取り組みとしては 

  ・各地域薬剤師会の「未対応」の項目への取り組みを始める支援 

  ・各地域薬剤師会の「対応中」の項目での必要に応じた支援 

  ・各地域薬剤師会の「対応済」の項目の他地域への波及 

 上記について各項目、地域薬剤師会毎に優先順位や実現可能性等を勘案して取り組み

順位をつけて対応することが求められると考えられる。 

 さらに、地域薬剤師会においては、その規模や地域性などそれぞれに抱える問題も異

なっており、それぞれに対応を変えていく必要がある。同じ項目でも対応できていると

ころと、対応できていないところがある項目については、今後成功事例の共有などの場

を持つことで取り組みの参考とすることも考えられる。このように地域での取り組みを

地域横断的な取り組みとして横展開を行うことも必要と考えられる。 

 今後の事業展開として、ＰＤＣＡサイクルを繰り返すことを目的として体制整備を行

うことが重要である。 また、地域医薬品提供体制整備には他職種との連携は欠かせな

いものでもあり、また地域医薬品提供体制整備の恩恵を被るのは地域住民であることを

考えると、地域住民から地域の薬局、地域薬剤師会へのアクセスを確立することは重要

であり、愛媛県薬剤師会、地域薬剤師会、地域の薬局の取り組みを広く周知していくこ

とで、ニーズを発掘し取り組みにつながて行くことが今後の事業展開のカギとなると考

えられる。 


